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一一 八一二年戦争と民族問題

荒 武 鉄 郎

The　War　of　1812　and　National　Problem

by　Tetsuro　ARATAI〈E

　Talki簸g　about　the　character　of　R擁ssia熱Czarism　of　the韮9£h　c．，　o鍛e　used　to　emphasize　only

its　reactio玉雀aぎy　face．　But　one　can簸ot　simp玉y　i｛蓬e凱ify　this　face　w圭th　obstiria£e　conseτva重is！n．0簸癒e

o出er　hand　R慧ssia鍛Czaris搬was　f玉exible　enoug熱tojoin　wi縫｝the　people　and　to　use£hem　as　a　tool

沁毛he　face　of出e　crisis　of　its　r慧ling　Grder．　Here　we£reat　of　Napoleon’s　Russian　exped圭£ion　in

l8正2　and　study　these　compiicated　aspec重s　of　Czarism，　lnc沁d魚g　the　role　of重he　people魚this

period　and　the　mutua圭一an重agon呈s重ic　reia重io簸between撫e　peop圭e　a簸d　Czaご童sm・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　ソ連邦学会では一般に一八一一二年戦争については，Wシア人畏の献身的闘争によってよく敵軍

を撃退しえた人民戦争の性格をもつものとみて，これを祖圏戦争とよんでいる．これは歴史発展

の原動力が入民にあり，その力量の最初の発現が1812年にあるとするもので，ロシア革命還動史

の原点を綴国戦争にもとめる今欝の童流的見解につらなっている．

　ところで筆者はこの戦争について，ウィーン体鯛下ロシアの封外政策との関連において考察を

くわえる．ここではまず，19批紀前半，ロシア＝ツァーリズムがその西方政策では反動の盟主と

しての役割を演じつつも，東方政策にかんしては13世紀をつうじてバルカン被抑圧民族の解放運

動を支持・利溺することによって東方進識をはかってきたこと，1812年の末曾於の危機にさいし

てはこの政策のたんなる継承にとどまらず，それをヨ・一一一mッパと自国の人民勢力との「連帯」の

方向へと発展させていったことを重視する．ついで，入疑の力で勝利したこの戦争が，その結果

において入民の解放をもたらしえなかった理由について，人毘勢力内部の弱点などの階級的視点

からではなく，童として民族問題のプリズムをとおして検討する・とくに筆者は，ツァ司ノズ

ムが依拠しようとした民族解放勢力のなかで，ポーランドの運動を他の被抑籏民族のそれと区別

し，そのツァーリズムとの結合が戦争の結末を反動的方向にみちびいていったとするものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　　論

　1453年コンスタンチノープル陥落にさいし，スルタンのメフメット2世は東ローマ皇帝にかわ

ってコンスタンチノープル総主教の叙任権を継承した．以後トルコはバルカンのキリスト教徒に

宗教的社会的自治をみとめると同時に，正教会組織をその支配の道具として利馬してきた．

　やがてmシアはトルコの「正教徒保護権」に挑戦するが，その発端となったのは東西教会合岡

を陰的として開かれた1439年のフwレンス宗教会議である．このときモスクワ大公ワシーリー二

世は合同反対の意志を表明しており，コンスタンチノープル陥落を合同という背教行為への神罰

とみなすことにより，正教信仰の正統が公国にうつったことを確信するにいたった．mシアがト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
ルコと直接干文をまじえるのはW世紀後半のことであるが，1711年5月8H（露暦）にはピョー

トルー世がモルダヴィア・ワラキアをはじめバルカンのキリスト教徒に反トルコの共同闘争をよ

ぴかけるところまできている．1774年のキューチュク＝カイナルジ条約においてuシアはトルコ
　　　　　　　　　　　　③
支配下のキリスト教徒への保護権を獲得し，ワラキア・モルダヴィアにたいする介入の最初の季

がかりをつかみ，1802年にはこの地に広汎な自治をみとめさせた．
　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
　第二次対仏大同盟にくわわったパーヴェルー世は1798－99年ウシャコフ提督指揮下のロシア艦

隊を派遣し，東地中海の要衝イオニア諸島からフランス軍を追放し，ここに七島共和国をつくり，

自治権および憲法を賦与した．また彼はモンテネグロの指揮者ぺPネゴシにたいし，　1797年
　　　　　　　　　　　　　⑥
には韓を・98年鵬は下賜金をあたえてきてい㌔18°4年勘詔トルスカ激゜シア鵜が

はいり，1805年にはモンテネグロは対仏戦にくわわり，その翌年ロシア人と協力してドブロフニ

クを攻撃した（失敗〉．とくにセルビアは1804年以降トルコにたいして反乱に立ちあがっており，
　　　　　　　　　　⑧
ベオグラードをふくむ広大な地域を支配するにいたった．1806年以降トルコと戦争状態にあった

ロシアは，エフ＝：オ＝パウリチ大佐をセルビアの指導者カラ・ゲオルギのもとにおくり，岡盟条

約をむすんだ．そこではセルビアはWシア保護下の立憲国家になるとされたが，醐時にトルコ支

配期にみられた農奴制の復活防1ヒの義務をmシアが負うとする進歩的条項もみられた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨
　Wシア外交のこうした「罠主的」東方政策をみて，当初親仏的であったポーランド独立派にW

シアへの接近の傾向がでてくる．ツァーリズムの側からすれば，その版図拡大にあたり異提族支
　　　　　　　　　　　　　⑭
配層の岡化・吸収をその政策の基調とするが，その最初の現われは金帳汗国支配下にありながら

ワシーリー2世がはじめてタタール入家臣を獲得した1445年にみられた．17世紀にはいると，ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
シア貴族のうちrvシア系210家にたいし，酒欧系229家・ポーランドエリトワsア系223家・タター

ル＝東方系156家となっている（他に出臨不詳97家）．金帳汗国は15G2年滅亡するが，1441年それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
より分離したクリミア汗国は，1475年トルコの支配下にはいり，16世紀以降トルコの先兵として

モスクワ公国への侵入をくりかえしてきた．キューチュク＝カイナルジ条約において同汗国は独

立してトルコの政治的影響からき1）はなされ，1783年にはwシアがこれを併合している．ここでは

1774年当時では，宗教面においてスルタンの支配権がおよんでおり，汗国支配厨もwシア帰属をの

ぞんではいなかった．だが祖国戦争欄始にともない麗民羅鰯設が布告されるや，募兵対象地域外
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のクリミアからもタタール系貴族のそれへの参加請願がなされるにいたっている．
xtte　一ランドにたいしてもツァ司ノズムは、83、年までは靴礁を蜘テしてい調、．イ給地域で

は，ロシア本圏におけるよりは広汎な自治を享受しており，学校での授業もポーランド語でなさ

れてい ㌔縮派形成の背景には’ソァ司タズムの締蝋が擁してh’　ll）♂一ランドの大簸

アダム＝チャルトリスキのように，1794年反ロシア反乱に参加した者でもアレクサンドルー世によって

外柏代理（1804－06年）に登用されている．チャルトリスキの側からすれば，彼の出身地リトワニ

アが14世紀以来wシア統一の主導権をモスクワ公国と競いあった地域であることから，リトワニ

ア支配階級としての王朝的野心がその夢の実現をロシアとの結合にもとめたものとも考えられる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
彼は当時，バルカンにおいてWシア保護下の半独立国家群の創出，すくなくともそこでのWシア

の保護権獲得をめざしていた．彼の真意は，バルカン諸民族，とくにギリシア人の解放運動にた
　　　　　　　　　　　　⑰
いしかねて政府部内に存在する同情をさらにかきたて，これをポーランド独立運動にむけさせて，

「ポランド傭抽復興・をかちとるこ幅具体的にはアレクサンドルー世もしくは野・ン

スタンチン大公を王にいただくポーランド王国を建設することにあった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲
　1805年のプワフ計画はこの志向の最初の具体化であった．彼はプロイセンが第三次対仏大同盟

加盟をためらっているのをみて，Wシア軍の領内通過承認を求める通牒をおくった．これは予想

される拒否圓答を口実にロシア軍を投入，一一挙にプmイセンを潰滅させてポーランド復興を実現

しようとするものであった．計画はプWイセンの通牒受諾により不発におわったが，ガリツィア
　　　　　　　　　　　⑳
のプワフにあるチャルトリスキの所領にはポーランド各地から大貴族の代表があつまり，ッァー

リをこの地にむかえ，王国再建の宣書をおこなうべく準備をととのえていたのである．当時の親
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
露派の影響力の強さを示す例として，のちのワルシャワ公国陸絹でナポレオンの忠実な戦友ユゼ

フニポニァトフスキでさえ計薗を支持していたとの事・実をあげておくa彼の場合，1809年5月仏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
填戦争において兵七千をひきいてクラクフにいたるガリツィアを掃蕩していた時でも，Uシアと

結合した形でのポーランド復興を期待する意見をもっていたといわれている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
　1807年7月ティルジット講和条約締結はそれまでのロシアの進出に水をかけるものとしてでて

きた．ロシアはイオニア諸島・ボカ：コトルスカをフランスに割譲することで地中海から遺放さ
　⑳
れたばかりか，ワラキア・モルダヴィアからの撤兵を約束させられた．後者はロシアにとってバ

ルカン進出の最初の足場の喪失を意昧していた．それにもましてロシアに直接の脅威をもたらし

たのは，順プロイセン領ポーランドの大部分からなるワルシャワ公国建国である．この国はやが

てライン連邦にくわわり，仏軍のプWイセン駐留と構まってロシア西部国境に不断の脅威をあた

えるものとなった．パリ駐在ロシア大使ぺ・ア・トルストイがフランスの霞的を，「北方でポーラ

ンドを復興し，南方でギリシアをうばって，まさにこのことによって最終的にヨーmッパでのフ

ランスの支配をかためることにある」（1807年9月）とのべているが，事実ナポレオンはプロィセ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
ンからの仏軍撤兵実施の条件としてワラキア・モルダヴィアからのWシア軍撤兵即時実施をあげ

ておリボシア全酵退はいま秘至とみられた・
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とくにポーランドについでは，ナポレオンはきたるべきWシアとの戦争にそなえ，ボ∴ランド

各階麟の支持獲得を必要としていた．　1807年7月には彼は，　農奴の入身の自由をみとめたワ
　　　　　　　　　　　　　　　⑰
ルシャワ公国憲法を発布するなど，ある程度改革の方向を志向しており，この段階ではナポレオ

ンが革新への指導権をにぎるかのようにみえた．これにたいしてWシア派はワルシャワ公園駐在
レジダニ

弁理公使（フランス政府代表）ステファン＝ヴァンサンがいっているように，「彼らに農奴を勲拍

にとりあつかわせ，彼らのすべての特権を尊重することで彼らの高慢な心を満足させるmuシアに

たいして・い耽るしく椴の蕊レ’だいている遡明2甑禰〕付報告いの出猷諏

革に敵対する勢力と考えられていた．

　こうした状況にあってナポレオンへの抵抗の主役を演じたのはスペインであった．18麗年ポル

トガル・スペインへの仏軍進駐，1808年ナポレオンの兄ジョセブのスペイン麟三｛三舞耽は瞬薫1：塔羅

291（新暦）にはじまるスペイン簾乱をひきおこした．岡年7彫鰯（新騰）バイレンでの仏雛

の敗北はナポレオン軍不敗の神話をうちくだき，仏軍はマドリードを撤退して北スペインに鎚織

することをよぎなくされた．

　スペインの事態をみたオ…ストリアは紺仏開戦の準備をいそいだ．オーストリアはワルシャワ

公国建国以後の醗票がオーストリア領ポーランド（ガリツィア〉におかれることを警戒していた．

事実，公蟹内の世論は「ガリツィア割叢褻とそのふたつの県の恭一ランド薫圏への俳合のため交渉

が覇始される」ことに関心をいだいていたのであるく18G7年1（｝月3Lj〔新膳〕付，ヴァンサンの

報告葱

　オーストリアの対仏窺戦についてはこれをurシアの溺動によるものとする説もあるが，繁者は

それがオース｝・リア政府の情勢判断の’pt”さに起閃するものと考える．ロシア政府がオーストリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
の猿：戦を末然に防止しようと努力したことは，アレクサンドルー世からウK一ン駐在大硬ア耽べ蕊

クラ　キンに厳ら鱒8喀8｝捌銅瀦㌦「繍ズ・絃と・て腰なの蹴鞍i疑する
ことである」とのべていることであきらかである．ここでツァーリはスペイン情勢について，「オ

ー ストリアにとってもっとも賢明な決定はナポレオンがズペインでおこなっている騰争の平静な

観察者にとどまっていることのように思える」とみていた．たしかに漁蒔は，力関係においてナ

ポレオンが優位にたっていたe彼はエルフルト1臨警会見後の11月初頭，兵篶万をひきいてスペイ

ンに親征し，12月1日（新騰）にはマV”り一ドを陥している．その後聡10年には彼は潔ルトガル

の一一部とカディスをのぞくイベリア半島全域を制圧したのである．

　スペインの反乱・オーストリアの対仏戦準備はナポレオンをしてロシアとの総盟誇示による情

勢打開をよぎなくさせた．ツァーりもまたこれを利用してモルダヴKア・ワラキア併合とプロイ

センからの仏軍撤退をかちとろうとした．かくて1808年9月15i鴛～101醤12Bのエルフルト爾帝会

見をむ蕨た・エルフルト条驚よるとはずフランス畝ペイ岐配について齢灘続

モルダヴィア・ワラキア問題ではナポレオンが譲歩してそのWシアへの併合がみとめられたが，

「フランスはその陣介を癒否する」臭3条）とあるところから，岡地域併合は欝シアの軍事的戚功
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によってのみ達成されることになった．会見の主目的，オーストリアへの態度決定については，

アレクサンドルー世はオーストリアの対仏宣戦にさいして対填宣戦の義務を負うことだけを諒承

した．プWイセン・ワルシャワ公国からの仏軍撤兵にかんしては，ナポレオンは撤兵の約束を書

面で確認することには同意しなかった．かくてロシアにとって西方からの脅威は依然存続するこ
　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
とになる．

　1809年仏懊戦争には，アスペル：エスリング会戦でのオーストリア軍の勝利に象徴される対仏

抵抗闘争の側面とガリツィアをオーストリアの支配から奪癒するワルシャワ公國による解放闘争

の側簡があり，これにガリツKアをめぐる公国とロシアの対立がからんでいた。4月上旬ポニア

トフスキ指揮下の公国軍はガリツKアにはいり，ジャコバン派をふくむ多くの住民の支持を得て

西ガリツィアを占領，さらにはガリツィア全域の席巻をはかった．5月，エルフルト条約にもと

づきロシア軍4万が参戦，東ガリツィア（西ウクライナ）にはいり公国軍と対峙した．mシア軍

の主たる絹的ほ，住民の支持を得たのち，　彼らを組織してPシア軍の前衛として石動させ，

ガリッィア全±e支配することにあ・た％これ戯功しなかった・°シア｛ll目にナポ財ンとの

対決のかまえもなかった．戦争は同年10月のシェンブルン条約をもってその幕をおろした．オー

ストリアは公国には西ガリツィアを，ロシアには東ガリツィアをそれぞれ割譲した．1807年人口

260万をもって発足したワルシャワ公隔は，いまや人M433万の強薗に急成長をとげた。ワルシャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
ワ公国がロシアにとって一大脅威に転化した状況下において，ロシアは，「ポーランド復興のあら

ゆる磯性がのぞかれるとの保証を得㌔ことをめざL・ナポレオンと交渉する腰にせまられ

るにいたった．それは，「公国に保証した領土の拡大と人臼の増撫がけっしてポーランド王国復興

をもたらすものであってはならないことを理解させる」内容の条約をナポレオンとの間にむすび，

公表するものとされた．

　ロシア側の意向は講和前の7麹田，外相ルミャンツェフから仏大使コランクールに正式につ

たえら幅交渉の来・18°9年129　23　fi　e：露仏腱案（8・条）がペテルブノレグにおいてルミャン

ツェフとコランクールによって署名された（批准は50日以内の予定）。だが岡案はナポレオンの反

対にあ・た・とくに第…条「膨ランド調鮒・して復興されないであろう副こついては・彼

はその拒否の理麟として，この条項が「いつの日か，リトワニア人もしくはその他の事情がポー

ランドを再興するということになれば，余は余の部隊をこれに反対するために派遣する義務を負

うことを意味しているからである」とする点をあげている．この書葉は，彼がポーランド復興を
　　　　　　　　　　　　　　　⑪
旗印にmシアと戦火を交える可能性を考えていることをものがたっている．ナポレオンの命令で

作成されたフランス側の対案では，第…条は「フランス皇帝陛下はポーランド王国復興をめざす

いかなる蝶を綴蹴ないと礒務韻うボな・ていた・仏外相シャンノxe－＝Aがパ幌在

ロシア大使クラーキンにおこなった説明によれば，ポーランド復・興はありえないとする原案は，

Y神の役割」をひきうけることを意味するものとされた．交渉はその後進展をみず，1810年9月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
7謎ルシャンツェフはクラーキンに交渉中止を指令した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
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　1810年初の露仏関係についていえば，フランス政府の方針は大きく反ロシアの方購にかたむい

ていたが，　なおロシアとの妥協の可能性を幾分かのこしていたものと恩われる．これについて

は，すでにジョセフィーヌと離婚していたナポレオンが，オーストリア暴女マljア・＝ルイザ（結

婚は問年3月）以前に候補者をアレクサンドルー世の末妹アンナ・：パーヴレヴナにもとめていた

例をあげることができる．また外相シャンパーニュがナポレオンの命で炸成し，⑱鎗年3用ナポ

レオンに鋤した腋獅方針難藩ついてみても錐の繍がフランス紳・最するトルコ’

スウェーデン畿ポーランドの反ロシア連合結成にあてられているとはいえ，ポーランド復興にか

んしては，Uシアとの戦争の帰結としての完全復興のほかに，シレジア併合によるポーランド畿

ザクセン国家強化の可能性もあるとしている．後者の場合，旧ポーランド領ロシアのワルシャワ

公国への復帰は闇題とならない．

　ところで1810年には，ロシアもまたプロイセン・ポーランドを隅盟者とする鰐仏予防戦争を準

備していた．同年12月25日，ツァーりはチャルトリスキに書簡をおくり，「｝雛には，ポーランIV，

にたいして，ロシアが彼らの敵でなくてその真の友であることを……証明する時が劉来したかの

ように思える」とのべ，フランスにたいする攻繋計画を示している．そこでは，Pシア雛10万，

プロイセン軍5万，デンマーク軍3万にポーランド軍5万がくわわ｝），計23万がナポレオン軍15．5

万に対するものとされていた．この計画ではポーランドの参撫が作戦成功の絶対条件とされている．
　　　　　　　　　　　　⑰
これについては，ツァーリがチャル1・リスキにあてた1811年lPj　31H（新暦）イ寸の書簡において，

ロシア側からの先劇攻撃はありえないとしつつも，「だがもしもポーランド人がすすんで朕の側に

くわわるとするならば，それはこの問題でまったく新しい局藤をむかえることになる」，「ポーラ

ンド人の協力が確実でないかぎりはフランスとの戦争をはじめないことを決意している」とのべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愈
ていることからもあきらかである．　　　　　　　将来におけるポーランド国家の構想も出さ

れている．そこではこの国が臼ロシアをのぞくIHポーランド領ロシアを領域にふくみ，官庁・教

会・軍隊内の官職をポーランド人がしめ，かつ憲法をもつとされている点で独立国家たるの観を

暴したが，同縛に，ツァーりを王にいただくことでVシアへの従属の側面をも有していた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲
　1812年2月チャルトリスキは公国に赴き，この構想実現の可能性を打診しはじめており，問月

28日付でツァーリにあてた書簡において彼は，ポーランドの世論をひきつけるためには，まずポ

ー ランド王国復興・憲法欄定・mシア皇弟のポーランド王即位を約東すること，開戦におよんで

はwシア軍の公麟進攻直後に王国復興を宣欝することの急務を説いている．だが3眉にはいると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
世論をひきっけるには時縫を要するとして，工作の難航を書き送っている．

　11年にはプロイセンとの交渉もすすめられてきており，同年秋プロイセンが旧陸枳シャルンボ

ルトをペテルブルグに派遣するにおよんで，10月5飾li咽は秘密軍事条約署名にまでこぎつくこ

とができた．同条約では，対仏戦での梢互の箪事援助（ロシアは兵17万，プロイセンは7万提供）

がきめられていた力紅れは711一ドリヒ＝ヴ砂ヘルム三幽蝋1は・て獄立に励・た・

予訪戦争計爾は，1　82　L7年2罵2雛（薪謄）の普仏購盟条約，岡年3鍔1凝達（新騰）び）仏懊岡盟条
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約の締結によって完全に挫折をみた。

　ロシアはスウェーデンとは問年3月，イギリスとは7月に同盟をむすんで国際的孤立からの脱

出につとめた．またトルコとの講和をいそいで二正獅作戦をさけねばならなかった．だがこれだ

けでは不充分であった．ツァーリズムはナポレオンとの死閣を幽藩にして人民勢力との「連帯」

という危険なかけにふみきらざるをえなくなった。当時この勢力の中心はスペインであった．ス

ペイン各地ではゲリラ戦が展開され，それは1811～12年には頂点にたっした．フランスの支配地

域は「点と線」にかぎられ，その「線」についてもフランス＝マドリード問の幹線遵路の安全確

保さえおぼつかなく，はやくも1810年には各国外交宮のマドリード赴任がフランス当局から阻止

されるなど治安がみだれていた．さらにまた国薫のフランス拘留という状況下で戦争指導の任に
　　　　　　　　　　　　　⑫
あたったのは，フンタ（地方議会），さらに1810年9屑カディスに招集されたコルテス（國会）で

あった．コルテスの指導勢力は中産階級の知識人・自由主義貴族であり，彼らによって採択され

た諸決議は，やがて…ゾ㌣一二年憲法としてその結実をみた．そこには，主権在異・立憲慰主政・

三権分立・本国とアメリカ槌民地のスペイン人の岡権・入身の不可侵・拷聞廃止・宗教裁判所廃

止などの進歩的諸条項が多くみられた．
　　　　　　　　　　　　　　　　⑬
　スペインの抵抗はロシアをしてバルカンで強硬姿勢をとらせるよりどころとなった．1810年秋モル

ダヴィア軍司令官エヌ＝＝エム：：カミXンスキはトルコ宰枳ユスフ＝パシャとの闇に講和交渉をす

すめていた．当蒔トルコ側は自国領土の保全・ペルシアへのカフカス返還を主張し，モルダヴィ

ァとワラキアのロシア帰属・セルビア独立を要求するuシア側と対立していた．同年12月7B外

掘ルミャンツェフはカミェンスキにあてて訓令を発し，maシア側が無用の譲歩をしないよう命じ

ている．その根拠は，「スペインでのフランス側の情勢悪化にかんする情報が，ナポレオン皇帝に

よる援助にたいするあらゆる希望をトルコ政府からうばい去るにちがいない」との判断にあった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
　wシアとスペイン解放勢力との接触は1808年末にはじまる．同盟条約締結への動きが実際に進

展をみるのは，1811年11月12臼カディス政権ペテルブルグ駐在代表ゼア＝ベルムデスが，スペイ

ン・イギリスとロシアの平和友好条約締結を串し入れて以後のことである，郵鰺ツァーリはプW

イセンおよびポーランドとの同盟計画が不調におわろうとするなかで，スペインとイギリスをく

みこんだ戦略構想をたてていた。1812年1月26臼付ツァーりの備忘録によれば，鯛戦にさいして，

「スペインはフランスの注惹と軍事力が北方に向けられている時機を利用して，軍事行動の舞台

をフランス自体の領土にうつすことをめざして努力する必要がある．もしもイギリスがそれと岡

口寺に，一方ではハンザ諸都市にたいして，他方ではシシ￥一からイタリアもしくはナポリ王圏に

たいして牽制攻撃をくわえるならば，その場合これらの努力の結合で図的が達成されるであろ㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
とされている．

　だがこの構想の異体化の前に，ツァーりはトルコとの戦争に終止符をうち，二正面作戦を圃避

せねばならなかった。とくに仏懊問盟成立はバルカン情勢に緊迫の度をくわえるものとなり，こ

こにツァーリズムは，バルカン諸民族の解放闘争を反仏戦線の一翼にくみこむ「アドリア海遠征
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計画」を提起するにいたった．同計iiの詳細は，1812年4月9Eドナウ軍司全宮ぺ「vヴェ＝チチャ

ゴフに発したツァーりの調令にのべられている．それはフランス・オーストリアの同盟への対抗
tTT 　　「　　　　「　　　　　　　⑰

を臣的とし，〈一一）イギリスの支持をうけて，◎スラブ人・ハンガリー人の義勇軍を組織し，（紛仏填

軍右翼への強力な牽制攻繋を意図していた．呉体的には，「ボスニア・ダルマチアおよびクロアチ

アの攻略と，アドリア海岸，とくにトリエスト・フィーメ・ボカ讐コトルスカなど重要拠点のう

ち，便利のよい地点でイギリス艦隊と接触をはかり，チWルとスイスの勇敢にして現政府に不満

をもつ民族と共同の行動をするため義勇軍を派遣し，それがチPルとスイスに到着するよう努力

しなければならない」とされていた．

　だがこの計画ではオーストリアとトルコの帰趨に決定的役割があたえられており，民族解放運

動は利用される存在でしかなかった．酬令を発した動機が「フランスと結びついたオーストリア

の狡猪な行為」にあるとすれば，オーストリアの譲歩に伴う計面変更もまたありうるからである．

事実，ウK一ンのWシア外交官がバルカン反乱計画をふれまわることでオーストリア政府を動揺

させ，nシアは対ロシア戦での軍の増強と主力軍動員はしないとの約束をとりつけており，ツァ

ー りもまたこれに応じてスラブ人とマジャール人の反填蜂起計爾をとりさげ，牽舗攻撃の縢標を

ダルマチア沿岸の仏軍拠点に限定したのである．また同計画作成がブカレスト講翻（1812年5月

1蝦露土間で締結）以前のことであったことから，トルコの出方も重視された．訓令では，〈一一〉　IS

ルコとの講和成立の場合，トルコはロシアと攻守同盟をむすび，バルカン諸民族の対仏戦参舶と

ロシア支援をさまたげないこと，ロシアはトルUのラグサ共和国（ユーゴスラヴKア海岸地方に

ある）とイオニア諸島領有を承認すること，（⇒講和不成立の場合，トルコの反政府勢力，ギリシァ

人ならびにアリ＝パシャ・アルバニア人の決起をよびかけること，が指示されていた．

　結周ブカレスト講和ではWシアはべッサラビアを獲得したにとどまり，モルダヴィア・ワラキ

アを放棄してトルコとの戦争を終え，全力を西部戦線に投入することになった．「アドリア海計醐」

は七刃中旬中止をみた．講和でトルコはロシアに完全に屈服したわけではなく，攻守同盤締結は

もとより，バルカン諸民族の対仏戦参舶にも同意しなかった．バルカン諸民族はWシアの保護を

はなれ，トルコの脅威にさらされることになる．セルビアの場合ブカレスト講和によって，ふた

たびトルコ支配下におかれ，スルタンへの年貢納入の義務を負うことになった．とくに同講和

において，反乱前から存在した都市要塞へのトルコ軍駐屯がきめられた点はセルビア側の

受けいれるところとならず，これが講和条約完全実施を要求するトルコの軍事介入の口実とされ

た．1813年7月トルコ軍はセルビアに侵入，9月にはマドリードをおとし，セルビア全域を支配

下におくにいたった．
　　　　　　　　⑳
　1812年6月12臼ナポレオンはネマン川をわた｝），リトワニアにはいった．その第一波梯団は44

万であった．対するwシア軍は22万であり，西部第一・第二軍にわかれて展開しており，各個撃

破をさけて後方への退却をつづけ，その集結をいそいだ．この間敵軍の侵入した諸県を中心に義

勇軍結成の動きがでてきた．たとえばスモレンスク県では，6月2田県資族会議が，二週問以内
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に戦士2万入の武装完了を決議した．県内の一一一部が占領さ躍していた7月15鷺金堅にわたって徴募

を開始し，行動醐始縛には13，590入にたっし，その義勢軍は8肩4－5聾のスモレンスク会戦に

参茄している．
　　　　　㊥
　こうした動きのなかでツァーりもまた7月6911，モスクワ甫炎にむけて布告をだし，全人民の

抵抗・園斑驚の編成をよびかけるにいたった．ロシアがスペイン解放勢力との岡盟にふみきった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
のはまさにこのときであった．7端8Hアレクサンドルー世とフェルナンド七抵の各において露

酒嗣盟条約がむすばれ，ルミャンツェフとベルムデスが暑名した．そこでは対仏戦での絹互援助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
（二条）・逓商関係樹立（四条）のほか，第三三条において，「wシア鍵帝は，現在カディスにあつま

った逓常ならびに臨時コルテスを，そしてコルテスによって作成・決議された憲法を合法的なも

のとみとめる」蕎，とくにのべられていた．これはツァーリズムが，カディス政権の改革路線を

戦後においても擁護すべき義務を負うものであることを意瞭していた．

　だが実際のところ，ツァーりは人畏の覚醒を恐れていた．7月6LRには全困民武装にかんする

言譲勅も出されているが，ここでは貴族・僧侶・人民の順でよびかけがなされ，貴族だけが「人貴

をあっめる権隈」をもち，i一指揮宮をえらぶ」ことができるとされた．7月18　Hの国罠軍編成にか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
んする竃讐では，窪眠軍兵士の中核は地主金翼農斑とされ，壇主の直接の支配下にない国有領農民・

垂室領農民などは徴募の対象外にあった．地主領農民の場含はもとより地主の許可を要したし，さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
もなければ送還のうえ逃亡者として罰せられた．国有領農民・町人の場舎は蹄毯鯵撫にあたっ

てそれぞれの共岡体の構意が必要とされ，かつ従羅申は自費で生活しなければならなかった．そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯
れにもかかわらず入民のなかで圏民軍参力睡もとめる声はたかかった．これは貫族の溝極的態度

とくらべて対照的であった。国鋭軍召集の範囲は7月16鍵認勅で指’定された16県をはるかにこえ
　　　　　　　　　　　⑳
て，ウクライナ・ドン・クリミア・カフカスからシベリア・フィンラン｝ごにまでおよんだ．国民

雛総数420，297入，そのための寄金は1億ルーブリにおよんだ．園畏軍は農幾パルチザンとなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
んでこの戦争に人民戦争としての性格をくわえる役割を演じた．

　ツァーリズムが人民にたいし危倶の念をいだくのは無理からぬことであった．戦争に協力した

人異の気分のなかには，敵への憎しみ以外に熱勲への期待があったからである．勝利への展望が

明確となった12月，国外遠征命舎に抗して蜂起したペンザ県圏民軍兵士の場金，彼らが説得にあ

たる士鷲にこたえた言葉のなかに，「lk分たちは真の兵士として行動したほうがよい．われわれは
㍗しヴビぎ｛7・・

地主のためには奉仕しないだろう、なぜなら彼らはそのすべての控疑を軽蔑し，兵士ではなくて

蕎姓とよんでいるからである」とあるのは，こうした気分の現われとみてよいであろう、
　　　　　　　　　　　　　憩
　しかしツァー￥ズムには後退は許されなかった．入民の一部にはナポレオンへの幻想がみられ

た暴ナ榔わにしても・モスクワ｝鞭鰍の再ヨこ批る講鮫灘案に゜シア側が）」it；　eな

いとい漱況下で・彼はプガチ・フ賂破料を集め紐たリポ゜胸に膿奴1轍鱗布の準

備をすすめ融と議眠の如寺獲得の努力をして“kからである・ナポレわにあ・ては彼のこうした

努力は実をむすばなかったが，Wシア側では人民勢力の利用を意識的に推進したクトゥゾフの総司
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令官就任（8月8S）・戦争霞的を人艮に知らせてその奮起をうながした野戦印棚所設置（7月下旬）

などにみられるように，人民の活力をあますところなくくみあげていこうとする勢力が戦局指導

に影響力をもちえたのである．たとえば印欄所責任者のデルプト大学教授ア＝エス・：カイサロフは

かねて，農艮に人身の自由と所有権を与えることで生産力・国防力がともにたかまると主張して

きてお賜かかる人物の登用はツァ司ノズムによる譲歩を翻していた・

　ナポレオンが解放令発布にふみきりえなかった理由について，同時代人のなかには「革命的性

格を戦争におびさせる」ことへの警戒（コランクール）・「無軌道でおそろしい自曲」をもちこむ
⑬

無政府状態への恐怖（セギュール）によるとする見方のほかに，遠征に参加したオランダ人将軍
　　　　　　　　　　　　　　　⑳
デーデム＝デ＝ヘルデルのように「ナポレオンが当時すでに，共和国軍隊を指揮していた樗軍で

はなくなった2，「彼にとってはフランスでの霜主纈1を強化するほうがあまりにも重要であった！l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
とする彼の階級的立場の変化に着冒する見方もみられた．ソヴェト史学のなかでもイ＝イーイグ

ナトヴィチは，ナポレオンが大ブルジョワに依拠して帝政を強化したのでロシアでは農奴解放を

酷しえなか・幅とい・ているまたフランスで大ブルジ・ア徽拠した彼力s’tなぜのアでは

大地主の立場にたとうとしたかについては，エリ＝ゲ＝ベスクmヴヌィは，ロシアでは依拠すべき

大ブルジョア勢力を彼が見いだしえず，ロシアの富を搾取するためには現存の社会剃度を維持して

地主をひきつけ・それに鰍する醸をと・㌔とのべている・

　現実にはナポレオンはロシアの地主のすべてに支持をもとめたわけではなかった．この点筆者は

ナポレオンとポーランド人地主との関係を重視すべきと考える．彼は「本来のmシア」と旧ポー

ランド領ロシアとについて異なる態度で接していた．7月2娼ヴィテプスク・スモレンスク両県境

での農民反乱にかんしてイタリア軍司令官エフゲニヤ＝ボゲルンにあてた書簡で彼が，「農民騒擾

がおこったのがヴェリジェの此岸の旧ポーランドか，それとも本来のロシアか，余に知らせよ」，

そして「もし反乱が本来のロシアでおこったのなら，それはわれわれにとって非常に都合のよい

ものとみなし，われわれはそこから利益をひきだしうるであろう．このことを余に報告し，農罠

反乱を溺動して農罠をわれわれの側にひきつけるために，いかなる法令と布告を出したらよいか

を知らせよ　llとのべているのがこれにあたる．

　暇ポーランド領Uシア，ここではナポレオンの占領下におかれた白ロシア・リトワニアでは，

7月1Hフランス政府とポーランド人地主の代表からなる「リトワニア大公国臨時統治委翼会」

が設置された．7月6日同委翼会の発した指示では，「←）軍隊の通過にさいして自分の家をすてた

すべての農民，小都甫・村の住民はその家に帰り，農作業と義務の遂行にとりかからねばならな

い．に捌途の命令によってひろく公布されるまでは，すべての農民，一般的には村の住罠は，地

主纈地の瀦者’雛人もしくはそのイLlt理人に月縦の翻を負う・評擬怠る者は燭猷

る，としてポーランド人地主擁護の姿勢をうち出している．このことはまたワルシャワ公国での

保守的傾向強化と軌を一にしていた．公國では1809年西ガリツィア併合によって，岡地に強闘な

勤をもつ大貴鞭主の影響が融体に揖蕊とにな・たのであ㌔6舩渥溜ランド旗
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をめざしてワルシャワに「総同盟」が維織されたが，その規約によると，旧ポーランド領ロシア

はUシア軍の撤退に膳じて「総同盟」に加盟することになっており，このことは公国内ポーラン

ド人駐勤破配鞭の勅拡大を鰍してい饗ナポレオンは鋼のガリツ・ア領郁醗）ig

ナポレオンからすればポーランドは必要であった。第一にmaシア遠征の大義名分をポーランド復

興にもとめるう穐第コこ齢疏めの物資’勧の補給鞭となることによ・亀第ヨこ大

騨での騎兵鰯髄葡役害弓によ・鳥膨ランドは彼の戦略1こ不歌備麟素とな・た・

　結局ナポレオンはポーランド側の人心をつかみえなかった。公国の大貴族のなかに12年秋から

ツァーりとひそかに交渉する動きがでてきた．左翼共和派はフランスに幻滅を感じ，ある者はツ

ァーりの側にうつった．農民も支持しなかった．軍だけは最後までナポレオンに忠誠を誓ったが，

その損失は7万にもおよんだのである。「リトワニア大公国」では，農民の抵抗に遇い，末端の行
　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
政機関は機能麻痺の状態にあった．ベレジナ搦副委員スタニスワフ・：ドブロヴォルスキがボリソ

フ郡副知事にあてた報告のなかで，彼がルイスクの領地の農民を軍隊の力をかりて騒従させよう

として説き，「農民たちは私のいかなる警皆にも，義務を遂行し従順であるようにとの命令にも葺

をかさず，今後は従順にはしない」，と讐明した事実（9月10日付），彼の説得にもかかわらず農民は

ますます反抗的になり，兵士をつけて人を派遣したときも，「彼らは仕事に出ていかなかっただけ

でなく，これらの者と兵士をなぐり，私を殺すとおどした」ばかりか，農民は小銃など多数の武

器を所持し，厳命にもかかわらずそれらを引き渡そうとしなかった一事実（10月1媚付）をあげて

いるのがその鞭な例であ亀’｝’e　一ランド人駐はナポレわか噺兵提供を砒られていたカ㍉

農民の抵抗におどろいて命令遂行に熱意を示さなかった．リトワニアが出した2万の兵はほとん

ど戦闘意欲をもたなかった．かくてナポレオンはこの地の自治を廃止して直接軍政下におくにい

たった．西部ロシアを主たる居住地とするユダヤ入の場合，11月7－13日付「軍公報」に，噛ロ

シアへのわが軍の進攻にさいして，全体としてのユダヤ人の非常なよろこびはわれわれの期待を

こえるものがある」とのべられているように，その多くはmシアの側についている．
　　　　　　　　⑲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
　ロシアにとってもポーランド復興での主導権をにぎることは，（→ナポレオンからその侵略の大

義名分をうばいとるうえでも，（⇒反攻に転じたのち，Uシアの影響をポーランド全域に，さらに

は他のヨーmッバ地域におよぼすうえでも重要であった．開戦前夜の5月23撰チャルトリスキは

ツァーリに書簡をおくり，ツァーりがポーランド復興を宣書するならば，戦時におけるポーラン

ド人のWシア支持を保証する，とのべている．Wシア側ではコンスタンチン大公，ぺ・aヴat　・＝チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
チャゴフらが，ポーランド側ではチャルトリスキのほかヴォルイン最大の地主リュボミルスキ・

元老院議員オギンスキらがこれを支持した．ドナウ軍司令蜜チチャゴフの場合，7月22縫，ロシ

ア軍がワルシャワ公濁に接近するにさいしポーランド立憲王国復興・ツァ」1のポーランド王即

位が豊書されるよう，ツァーりにもとめている。
…一 　　　　’r’　　　　　　〒　　　　 ㊥

　ポーランドのほうではオギンスキがIO月7日付の書簡でツァーりに，ポーランド即位宣言の発

布を訴えている．この書簡には彼がツァーリの意をうけて作成したクトゥゾフあての勅令案とポ
　　　　　　⑳
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一 ランド人にあてたツァーりの激文案が同封されていた．そのいずれにも分割前ポーランド諸地

域の統合・ポーランド王国復興・ツァーリのポーランド王兼位がうたわれていた．だが注目すべ

きはクトウゾフへの勅令案にみられた憲法復活の約束を，11月1H（新麿）ツァーリがオギンス

キと話しあい，これを時宣を得ないものとして抹消している事実である．このことは勝利への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
歴望が明確化しつつあった状況下において，ツァーリズムがその反動的本質をしだいに公然化す

る動きの現われともいえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわ9に

　Uシアによるポーランド復興を実現するには，オーストリア・プロイセンをふくめた列強の国

際的承認がなによりも必要となった．事実ロシアの勝利が確定的となった1812年12月5日，プロ

イセン政府はペテルブルグ駐在非公式代表ショレル大佐をつうじて，ロシアによるポーランド復

興には鮒の意志をツ・一リ廠明していもかくてナポレオンの嚇鋤一掃をめざす1813～

14年戦争の帰結・そこでのロシア軍の役割如何が今後の情勢に重大な影響をもつことになろう．

　そのためには旧ポーランド領Uシアとワルシャワ公国の住民，とくにポーランド人地主の支持

を獲得して後方安定をはかることが必要となる．敵を遼ってその占領地域にはいったロシア軍が

ポーランド人地主支持の姿勢をうちだしたのはこのためである．10月17鑓西部第三軍司令蜜ぺme

ヴェ＝＝チチャゴフがリトワニアのロシア軍指揮官に発した命令ではこの点についでわれわれはリ

トワニアの住民のなかで，われわれの儒頼に値し，その熱意がこの国でわれわれに好意的な盤論

をうみだすか，われわれの影響をより広い領域に，つまリワルシャワ公国にひろめるために利用

されうる入びとをえらばなければならない」といっている．ここから対仏協力を理由にしての報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
復行為は許さるべくもなかった．主軍が白ロシアにはいった11月11　S，クトゥゾフは全軍への命

令のなかで，「余は余の率いる全軍に，白ロシアの住罠にたいするあらゆる種類の復讐はもとより，

非難さえも，さらにその虐待はいうにおよばず圧綱をも厳禁することを必要とみとめる」とのべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
て，このことを強調している。解放地域での畏心把握がまさに急務であった事情は，12月12演ク

トゥゾフがかさねて全軍にむかい，敵の悪宣伝に乗じられないよう住民には人道的態度で接し，

一切の復讐を禁止する爵，命令を発していることからもうかがうことができる．同日ツァーりは

その篁言において，琉に敵軍に参繍している者をのぞき，ロシア遠征にくわわったポーランド人

すべてに恩赦をあたえている．さらに12月27環クトゥゾフは，ワルシャワ公国のすべての窟吏と

住民がロシア軍の進攻にさいしてその場にとどまるよう要講し，官吏の俸給支払・住畏の財産権

保障・公国宮憲への援助を約束している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑱
　こうしたことはロシア＝ツァ～リズムがボーランド大地主勢力を嗣盟者の一翼にくわえること

によって，燭の内外でのその発書力の強化をめざしはじめていることをものがたっている。
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